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一

潘
岳

｢

誄｣

に
対
す
る
従
来
の
見
解

西
晋
の
潘
岳

(

二
四
七
〜
三
〇
〇)
は
、『

晋
書』

本
伝
に

｢

尤
善
爲
哀
誄
之
文

(

尤
も
善
く
哀
誄
の
文
を
為つ

く

る)｣

と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
追
悼
文
の
分
野
に
定
評
の
あ
る

｢
職
人
的
作
家｣

と
さ
れ
る

(

１)

。
事
実
、『

文
選』

｢

誄｣

部
に
は

｢

楊
荊
州
誄｣

・｢

楊
仲
武
誄｣

(

以
上
、
巻
五
十
六)

・｢

夏
侯
常
侍
誄｣

・｢
馬�
督
誄｣

、｢

哀｣

部
に
は

｢

哀
永
逝
文｣

(

以
上
、
巻
五
十
七)

が
収
載
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
、｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣

は
、
と
も
に
楊
氏
一
族
の
た
め
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
見
す
る
と
第
三
者
的
立
場

か
ら
著
さ
れ
た
類
似
作
品
と
看
取
さ
れ
か
ね
な
い

(

２)
。

し
か
し
な
が
ら
、
両
作
品
に
は
か
な
り
明
確
な
差
異
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
潘
岳
の
創
作
態
度
の
異
質
性
か
ら
生
じ

た
も
の
の
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
従
来
、
両
作
品
は
、
潘
岳

｢

悼
亡
詩｣

三
首

(『

文
選』

巻
二
十
三)

と
の
関
連
で
言
及

さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
餘
地
を
多
分
に
残
し
て
い
る

(

３)

。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
い
て
、
潘
岳
の
創
作
態
度
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
は
、
些
か
小
さ
な
問
題
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
両
作
品
に
は
六
朝
文
人
と
貴
族
社
会
と
の
関
係
を
見
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
六
朝
時
代
の
特
色
と
し
て
、
国
家
秩
序
以
外
に
、
貴
族
社
会
の
私
的
秩
序
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る

(

４)

。
潘
岳
は
、
同
時
代
の
他
の
文
人
と
同
様
に
、
文
学
を
通
し
て
貴
族
社
会
に
参
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
妻
の
実
家
で
あ
る
名
門
楊
氏
一
族
と
の
関
係
は
、
彼
の
人
生
の
上
で
も
、
文
学
活
動
の
上
で
も
決
し
て
忽
せ
に
で
き
な
い
意
義
を

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣
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有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
、｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣

に
お
け
る
潘
岳
の
創
作
態
度
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
私
的
秩
序
の
一
端
を
捉
え
よ
う
と
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣

の
相
違
点

潘
岳
が
社
交
界
と
の
繋
が
り
を
得
た
の
は
、
そ
の
十
二
歳
時
、�
陽

(

河
南
省
鄭
州
市
の
西
北)

の
名
族
楊
肇

(

？
〜
二
七
五)

に
名
を
知
ら
れ
、
そ
の
娘
と
婚
約
を
許
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
潘
岳

｢

懐
旧
賦｣

序
に
は
、

余
十
二
而
獲
見
于
父
友
東
武
戴
侯
楊
君
、
始
見
知
名
、
遂
申
之
以
婚
姻
。

余
十
二
に
し
て
父
の
友
東
武
の
戴
侯
楊
君
に
見ま

み

ゆ
る
を
獲え

、
始
め
て
名
を
知
ら
れ
、
遂
に
こ
れ
に
申か

さ

ぬ
る
に
婚
姻
を
以
て

す
。

(『

文
選』

巻
十
六)

と
言
う
。
つ
ま
り
、
潘
岳
に
と
っ
て
楊
肇
は
、
自
ら
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
た
ば
か
り
か
、
一
女
と
の
結
婚
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
半

永
続
的
な
支
援
を
約
束
し
て
く
れ
た
大
恩
あ
る
庇
護
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
楊
肇
の
死
後
、
潘
岳
は

｢

楊
荊
州
誄｣

を
著
し
た
。
咸
寧
元

年

(

二
七
五)

四
月
、
潘
岳
二
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
誄
は
楊
家
の
祖
先
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
肇
の
学
問
文
才
と
こ
れ
に
基
づ

く
軍
政
両
面
で
の
活
躍
ぶ
り
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、｢

懐
旧
賦｣

に
言
う

｢

婚
姻｣

は
、
そ
の
時
点

(

魏
・
甘
露
三
年

[

二
五
八])

で
は
婚
約
で
あ
っ
て
、
実
際
に
楊
氏
と
結
婚
し
た
の
は
、
楊
肇
逝
去
の
直
前
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

(

５)

。
筆
者
は
、
こ
の

撰
述
の
中
に
庇
護
者
で
あ
っ
た
楊
肇
に
対
す
る
報
恩
の
意
識
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
誄
の
製
作

に
当
た
っ
て
、
潘
岳
が
ど
の
程
度｢

楊
氏
の
女
婿｣

と
い
う
立
場
を
意
識
し
て
い
た
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、

潘
岳
と
楊
肇
の
関
係
は
単
な
る
文
人
と
そ
の
庇
護
者
と
い
う
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
潘
岳
と
そ
の
愛
妻
楊
氏
の
父
と
い
う
姻
戚
関
係
も

兼
ね
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
章
で
は
潘
岳
晩
年
の
作
で
あ
る

｢

楊
仲
武
誄｣

の
方
を
先
に
見
て
お
き
た
い
。

｢

楊
仲
武
誄｣

は
、
元
康
九
年

(

二
九
九)

五
月
、
楊
肇
の
孫
で
、
潘
岳
に
と
っ
て
は
義
理
の
甥
に
当
た
る
楊
綏

(

二
七
一
〜
二
九

九)

が
二
十
九
歳
で
卒
し
た
時
の
作
で
あ
る
。
こ
の
時
、
潘
岳
は
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

ま
ず
序
文
に
は
、
楊
綏
の
才
徳
を
称
え
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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戴
侯
康
侯
多
所
論
著
、
又
善
草
隸
之
藝
。
子
以
妙
年
之
秀
、
固
能
綜
覽
義
旨
、
而
軌
式
模
範
矣
。
雖
舅
氏
隆
盛
、
而
孤
貧
守
約
、

心
安
陋
巷
、
體
服
菲
薄
。

戴
侯

(

祖
父
楊
肇)

・
康
侯

(

父
楊
潭)

は
論
著
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
又
た
草
隸
の
藝
を
善
く
す
。
子
は
妙
年
の
秀
を
以
て
、

固
ま
こ
と

に
能
く
義
旨
を
総
覧
し
、
軌
式
模
範
た
り
。
舅
氏
は
隆
盛
な
り
と
雖
も
、
孤
貧
に
し
て
約
を
守
り
、
心
は
陋
巷
に
安
ん
じ
、

体
は
菲
薄
を
服
す
。

楊
綏
の
父
楊
潭
が
卒
し
た
の
は
、
楊
肇
の
死
の
三
年
後
に
当
た
る
咸
寧
四
年

(

二
七
八)

で
あ
る

(

６)

。
か
く
し
て
楊
綏
は
八
歳
で
孤
児

と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
彼
は

よ
く
困
窮
に
耐
え
て
父
祖
の
文
業
を
受
け

継
い
だ
と
い
う
。
楊
綏
の
母
の
実
家

(

鄭

氏)

は
裕
福
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ
に

甘
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
楊

氏
一
族
の
家
系
を
下
図
に
示
す

(

７)

。

序
文
に
言
う｢

戴
侯｣

が
楊
肇
で
あ
り
、

楊
潭
や
潘
岳
の
妻
と
な
っ
た
女

(

楊
氏)

ら
兄
妹
の
父
で
あ
る
。
ま
た
楊
潭
の
妻
と

な
っ
た
女
は�
陽
開
封

(

河
南
省

開
封

市
の
南)

の
鄭
氏
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の

祖
父
で
あ
る
鄭
袤
は

『

晋
書』

本
伝
に
拠

れ
ば
、
年
少
の
頃
に
曹
操
に
認
め
ら
れ
て

臨�
侯

(

曹
植)

文
学
と
な
り
、
魏
末
に

は
密
陵
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
名
士
で

あ
る
。
ま
た
、
彼
は
晋
建
国
以
後
も
爵
位

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣

29
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を
密
陵
侯
に
進
め
ら
れ
、
の
ち
司
空
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。｢

舅
氏｣

と
は
、
こ
の
鄭
氏
一
族
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

｢
楊
仲
武
誄｣

の
主
人
公
で
あ
る
楊
綏
は
、�
陽
の
代
表
的
名
門
貴
族
同
士
が
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
御
曹
子

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

(

８)

。

潘
岳
は
そ
の
よ
う
な
楊
綏
の
姿
を
見
つ
め
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

余
甚
奇
之
。
若
乃
清
才
儁
茂
、
盛�
日
新
、
吾
見
其
進
、
未
見
其
已
也
。

余
甚
だ
こ
れ
を
奇
と
す
。
乃
ち
清
才
儁
茂
に
し
て
、
盛
徳
日
び
に
新
た
な
る
が
若
き
は
、
吾
れ
其
の
進
む
を
見
る
も
、
未
だ

其
の
已と

ど

ま
る
を
見
ざ
る
な
り
。

｢

吾
見
其
進
、
未
見
其
已
也｣

と
は
、『

論
語』

子
罕
篇

｢

子
謂
顏
淵
。
曰

『

惜
乎
、
吾
見
其
進
也
、
未
見
其
止
也』

(

子
顔
淵
を
謂

ふ
。
曰
く

『

惜
し
い
か
な
、
吾
れ
其
の
進
む
を
見
る
も
、
未
だ
其
の
止
ま
る
を
見
ず』

と)｣

を
出
典
と
し
た
表
現
で
あ
る
。
愛
弟
子

顔
淵
に
対
す
る
孔
子
の
愛
惜
の
念
を
踏
ま
え
れ
ば
、
潘
岳
の
楊
綏
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
が
窺
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
生
前
の
楊
綏
と
の
思
い
出
と
し
て
、

既
藉
三
葉
世
親
之
恩
、
而
子
之
姑
、
余
之
伉
儷
焉
。
往
歳
卒
於�
宮
里
。
喪
服
同
次
、
綢
繆
累
月
。

既
に
三
葉
世
親
の
恩
に
藉よ

り
、
而し
か

も
子
の
姑お
ば

は
、
余
の
伉
儷
つ

ま

な
り
。
往
歳
徳
宮
里
に
卒
す
。
喪
服
次
を
同
じ
く
し
、
綢
繆

月
を
累
ぬ
。

と
、
楊
氏
が
逝
去
し
た
時
の
服
喪
の
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
彼
女
は
、
楊
綏
の
死
の
前
年
、
元
康
八
年

(

二
九
八)

に
卒
し
て
い
る
。

次
い
で
本
文
で
は
、
序
文
に
述
べ
た
点
を
中
心
と
し
て
叙
述
が
進
め
ら
れ
る
。

Ａ.

父
潭
の
逝
去
に
つ
い
て
。

子
之
遘
閔
、
曾
未�
髫
。
如
彼
危
根
、
當
此
衝�
。�
之
休
明
、
靡
幽
不
喬
。
弱
冠
流
芳
、
儁
聲
清
劭
。

子
の
閔

う
れ
ひ
に
遘あ

へ
る
、
曽

す
な
は
ち
未
だ�
髫
な
ら
ず
。
彼
の
危
根
の
、
此
の
衝�
に
当
た
る
が
如
し
。
徳
の
休
明
な
る
、
幽
に
し
て
喬た

か

か
ら
ざ
る
靡な

し
。
弱
冠
に
し
て
芳
を
流
し
、
儁
声
清
く
劭つ

ぐ
。

Ｂ.

そ
の
後
も
母
親
の
実
家
を
頼
ら
ず
に
生
計
を
立
て
た
こ
と
や
勉
学
に
励
み
父
祖
の
著
述
を
集
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て
。

爾
舅
惟
榮
、
爾
宗
惟
瘁
。
幼
秉
殊
操
、
違
豐
安
匱
。
撰
録
先
訓
、
俾
無
隕
墜
。
舊
文
新
藝
、
罔
不
必
肄
。
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�
爾

な
ん
ぢ
の
舅
は
惟こ

れ
栄
え
、
爾
の
宗
は
惟
れ
瘁

お
と
ろ
ふ
。
幼
に
し
て
殊
操
を
秉
り
、
豊
か
さ
に
違た

が

ひ
匱と

ぼ

し
き
に
安
ん
ず
。
先
訓
を
撰
録
し
、

隕
墜
無
か
ら
し
む
。
旧
文
新
藝
、
必
ず
肄な

ら

は
ざ
る
は
罔な

し
。

Ｃ.

潘
岳
と
楊
綏
と
の
間
柄
に
つ
い
て
。

潘
楊
之
穆
、
有
自
來
矣
。
矧
乃
今
日
、
慎
終
如
始
。
爾
休
爾
戚
、
如
實
在
己
。
視
予
猶
父
、
不
得
猶
子
。

潘
・
楊
の
穆
、
自
り
て
来
た
る
有
り
。
矧

い
は
ん
や
乃
ち
今
日
、
終
り
を
慎
む
こ
と
始
め
の
如
き
を
や
。
爾

な
ん
ぢ
の
休

さ
い
は
ひ

爾
の
戚

う
れ
ひ
は
、
実
に

己
に
在
る
が
如
し
。
予
を
視
る
こ
と
猶
ほ
父
の
ご
と
き
も
、
猶
ほ
子
の
ご
と
く
す
る
を
得
ず
。

Ｄ.

二
人
で
楊
氏
の
喪
に
服
し
た
こ
と
に
つ
い
て
。

�
宮
之
艱
、
同
次
外
寢
。
惟
我
與
爾
、
對
筵
接
枕
。
自
時
迄
今
、
曾
未
盈
稔
。
姑
姪
繼
隕
、
何
痛
斯
甚
。
嗚
呼
哀
哉
。

徳
宮
の
艱
、
同と

も

に
外
寝
に
次
す
。
惟
れ
我
と
爾

な
ん
ぢ
と
、
筵
を
対
し
枕
を
接
す
。
時
よ
り
今
に
迄
る
、
曽

す
な
は
ち
未
だ
稔
に
盈
た
ず
。
姑お

ば

・

姪お
い

継
い
で
隕
つ
、
何
の
痛
み
か
斯こ

れ
よ
り
甚
し
か
ら
ん
。
あ
あ
哀
し
い
か
な
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、｢

楊
仲
武
誄｣
は
一
首
全
体
を
通
じ
て
、
家
庭
人
と
し
て
の
楊
綏
と
潘
岳
と
の
交
際
を
描
い
て
お
り
、
楊
家
の

姻
戚
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
義
理
の
甥
の
夭
逝
を
悼
む
哀
惜
の
情
に
あ
ふ
れ
た
作
品
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て

｢

楊
荊
州
誄｣

は
、
序
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
よ
う
に
、
楊
肇
の
公
人
と
し
て
の
側
面
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

夫
天
子
建
國
、
諸
侯
立
家
。
選
賢
與
能
、
政
是
以
和
。
周�
尚
父
、
殷
憑
太
阿
。
矯
矯
楊
侯
、
晉
之
爪
牙
。
忠
節
克
明
、
茂
績
惟

嘉
。
將
宏
王
略
、
肅
清
荒
遐
。

夫
れ
天
子
は
国
を
建
て
、
諸
侯
は
家
を
立
つ
。
賢
を
選
び
能
に
与く

み

し
、

政
ま
つ
り
ご
と

は
是
を
以
て
和
す
。
周
は
尚
父
に
頼
り
、
殷
は

太
阿
に
憑
る
。
矯
矯
た
る
楊
侯
、
晋
の
爪
牙
。
忠
節
克よ

く
明
ら
か
に
、
茂
績
惟
れ
嘉よ

し
。
将
に
王
略
を
宏お

ほ

い
に
し
、
荒
遐
を

粛
清
せ
ん
と
す
。

｢

矯
矯
楊
侯
、
晉
之
爪
牙｣

が
端
的
に
示
す
如
く
、｢

楊
荊
州
誄｣

に
お
い
て
は
、
楊
肇
を
周
の
太
公
望

(｢

尚
父｣)

や
殷
の
伊
尹

(｢

太
阿｣)

に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
晋
朝
を
支
え
た
功
臣
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
文
で
は
、
そ
の
人
柄
や
才
芸
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、
楊
肇
の
輝
か
し
い
官
歴
を
追
う
。
今
、
本
文
に
即
し
て
そ
の
閲

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣
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歴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る

(

９)

。

Ａ.�
県

(

河
南
省
済
源
県
の
南)

の
令
・
治
書
侍
御
史
と
し
て
。

學
優
則
仕
、
乃
從
王
政
。
散
璞
發
輝
、
臨�
作
令
。
化
行
邑
里
、
惠
洽
百
姓
。
越
登
司
官
、
肅
我
朝
命
。

学
び
て
優
な
れ
ば
則
ち
仕
へ
、
乃
ち
王
政
に
従
ふ
。
璞
を
散
じ
輝
を
発
し
、�
に
臨
ん
で
令
と
作な

る
。
化
は
邑
里
に
行
は
れ
、

恵
み
は
百
姓
に
洽

あ
ま
ね
し
。
越こ

こ

に
司
官
に
登
り
、
我
が
朝
命
を
粛

つ
つ
し
む

Ｂ.

大
理

(

廷
尉)
と
し
て
。

惟
此
大
理
、
國
之
憲
章
。
君
莅
其
任
、
視
民
如
傷
。
庶
獄
明
慎
、
刑
辟
端
詳
。
聽
參
皐
呂
、
稱�

于
張
。

惟
れ
此
の
大
理
は
、
国
の
憲
章
。
君
其
の
任
に
莅の

ぞ

み
、
民
を
視
る
こ
と
傷
む
が
如
し
。
庶
獄
は
明
ら
か
に
慎
み
、
刑
辟
は
端た

だ

し
く
詳
ら
か
な
り
。
聴
は
皐
呂
に
参

ま
じ
は
り
、
称
は
于
張
に�

ひ
と

し
。

Ｃ.

野
王
県

(

河
南
省
沁
陽
県)
の
典
農
中
郎
将
と
し
て
。

改
授
農
政
、
于
彼
野
王
。
倉
盈�
億
、
國
富
兵
彊
。

農
政
を
彼
の
野
王
に
改
授
す
。
倉
は
盈
ち�い

な
づ
み

は
億
、
国
は
富
み
兵
は
彊
し
。

Ｄ.

司
馬
昭
の
参
軍
・
東
武
県

(

山
東
省
諸
城
県)

に
封
ぜ
ら
れ
た
子
爵
と
し
て

煌
煌
文
后
、
鴻
漸
晉
室
。
君
以
兼
資
、
參
戎
作
弼
。
用
錫
土
宇
、
膺
茲
顯
秩
。
青
社
白
茅
、
亦
朱
其�
。

煌
煌
た
る
文
后

(

司
馬
昭)

、
晋
室
に
鴻
漸
す
。
君
兼
資
を
以
て
、
戎
に
参
じ
弼
と
作な

る
。
用
て
土
宇
を
錫
は
り
、
茲
の
顕
秩

に
膺あ

た

る
。
青
社
・
白
茅
、
亦
た
其
の�
を
朱
に
す
。

Ｅ.

近
衛
兵
の
統
率
者
と
し
て

魏
氏
順
天
、
聖
皇
受
終
。
烈
烈
楊
侯
、
實
統
禁
戎
。
司
管�
闔
、
清
我
帝
宮
。
苛
慝
不
作
、
穆
如
和
風
。
謂
督
勲
勞
、
班
命
彌
崇
。

魏
氏
天
に
順
ひ
、
聖
皇
終
り
を
受
く
。
烈
烈
た
る
楊
侯
、
実
に
禁
戎
を
統す

ぶ
。�
闔
を
司
管
し
、
我
が
帝
宮
を
清し

づ

む
。
苛
慝

作お
こ

ら
ず
、
穆
た
る
こ
と
和
風
の
如
し
。
謂お

も

へ
ら
く
勲
労
を
督あ

つ

く
す
と
、
命
を
班わ

か

つ
こ
と
弥い

よ

い
よ
崇
し
。

Ｆ.

東
莞
県

(

山
東
省
沂
水
県)

の
相
・
荊
州
刺
史
と
し
て

茫
茫
海
岱
、
玄
化
未
周
。
滔
滔
江
漢
、
疆�
分
流
。
秉
文
兼
武
、
時
惟
楊
侯
。
既
守
東
莞
、
乃
牧
荊
州
。
折
衝
萬
里
、
對
揚
王
休
。
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�

聞
善
若
驚
、
疾
惡
如
讐
。
示
威
示�
、
以
伐
以
柔
。

茫
茫
た
る
海
岱
、
玄
化
未
だ
周

あ
ま
ね

か
ら
ず
。
滔
滔
た
る
江
漢
、
疆�
流
れ
を
分
か
つ
。
文
を
秉
り
武
を
兼
ぬ
る
は
、
時
に
惟
れ

楊
侯
の
み
。
既
に
東
莞
を
守
り
、
乃
ち
荊
州
に
牧
た
り
。
万
里
に
折
衝
し
、
王
休
を
対
揚
す
。
善
を
聞
け
ば
驚
く
が
若
く
、
悪

を
疾に

く

む
こ
と
讐
の
如
し
。
威
を
示
し
徳
を
示
し
、
以
て
伐
ち
以
て
柔
ら
ぐ
。

以
上
の
よ
う
に
、
楊
肇
は�
県
の
令
か
ら
荊
州
刺
史
に
ま
で
昇
進
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
突
如
と
し
て
挫
折
が
訪
れ
る
。

こ
の

｢

楊
荊
州
誄｣
を
撰
述
す
る
上
で
、
恐
ら
く
潘
岳
が
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
楊
肇
晩
年
の
失
脚
の
く
だ
り
で
あ
ろ
う
。
泰
始
八
年

(

二
七
二)

十
二
月
、
楊
肇
は
西
陵

(

湖
北
省
新
洲
県)

の
役
に
お
い
て
、
呉
の
名
将
陸
抗
の
た
め
に
大
敗
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。
彼

は
敗
戦
の
責
を
負
っ
て
免
官
、
庶
人
の
身
分
に
落
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
政
治
の
表
舞
台
か
ら
去
っ
た
楊
肇
は
、
三
年
後
に
他
界
す
る
。

誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
失
意
の
晩
年
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が

｢

楊
荊
州
誄｣

で
は
、
西
陵
の
戦
い
で
の
敗
戦
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
弁
護
し
て
い
る
。

�
夷
凶
侈
、
僞
師
畏
逼
。
將
乘
讐
釁
、
席
卷
南
極
。
繼�
糧
盡
、
神
謀
不�
。
君
子
之
過
、
引
曲
推
直
。
如
彼
日
月
、
有
時
則
食
。

負
執
其
咎
、
功
讓
其
力
。

呉
夷
凶
侈
に
し
て
、
偽
師
畏
逼
す
。
将
に
讐
釁
に
乗
じ
て
、
南
極
を
席
巻
せ
ん
と
す
。
継
は�ち

ぢ

ま
り
糧
は
尽
く
る
も
、
神
謀

は�た
が

は
ず
。
君
子
の
過
つ
や
、
曲
を
引
き
直
を
推
す
。
彼
の
日
月
の
、
時
有
り
て
則
ち
食

み
ち
か
け

あ
る
が
如
し
。
負
け
て
は
其
の
咎

を
執
り
、
功
は
其
の
力
に
譲
る
。

つ
ま
り
、
迫
り
来
る
呉
軍
に
対
す
る
作
戦
の
失
敗
は
、
決
し
て
楊
肇
の
神
算
鬼
謀
が
誤
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
食
糧
の
補
給
が

続
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
言
う
。
そ
し
て
ま
た
、『

論
語』
子
張
篇

｢

子
貢
曰

『

君
子
之
過
也
、
如
日
月
之
食
焉
。
過
也
、
人

皆
見
之
。
更
也
、
人
皆
仰
之』

(

子
貢
曰
く

『

君
子
の
過
ち
や
、
日
月
の
食

み
ち
か
け

の
如
し
。
過
つ
や
、
人
皆
な
こ
れ
を
見
る
。
更

あ
ら
た

む
る

や
、
人
皆
な
こ
れ
を
仰
ぐ』

と)｣

を
踏
ま
え
て
、
事
実
と
し
て
は
免
官
で
あ
っ
た
も
の
を
、
却
っ
て
君
子
の
行
動
と
し
て
の
称
賛

に
逆
転
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
恐
ら
く
は
失
意
の
底
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
楊
肇
の
隠
居
生
活
に
つ
い
て
も
、

退
守
丘
塋
、
杜
門
不
出
。
游
目
典
墳
、
縱
心
儒
術
。
祁
祁�
紳
、
升
堂
入
室
。
靡
事
不
咨
、
無
疑
不
質
。
位
貶
道
行
、
身
窮
志
逸
。

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣
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退
き
て
丘
塋
を
守
り
、
門
を
杜と

ぢ
て
出
で
ず
。
目
を
典
墳
に
游
ば
し
め
、
心
を
儒
術
に

縦
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
祁
祁
た
る�
紳
は
、
堂

に
升
り
室
に
入
る
。
事
と
し
て
咨た

づ

ね
ざ
る
靡な

く
、
疑
ひ
と
し
て
質た

だ

さ
ざ
る
無
し
。
位
は
貶
す
れ
ど
も
道
は
行
は
れ
、
身
は
窮
す

れ
ど
も
志
は
逸
す
。

と
、
悠
々
自
適
の
学
問
生
活
と
人
望
の
厚
さ
を
述
べ
、
さ
ら
に
そ
の
逝
去
に
際
し
て
は
、

聖
王
嗟
悼
、
寵
贈
衾�
。
誄�
策
勲
、
考
終
定
謚
。
群
辟
慟
懷
、
邦
族
揮
涙
。

聖
王
嗟
悼
し
、
衾�
を
寵
贈
す
。
徳
を
誄
し
勳
を
策
し
、
終
を
考
へ
謚
を
定
む
。
群
辟
懐
ひ
を
慟い

た

ま
し
め
、
邦
族
涙
を
揮

ふ
。

と
、
皇
帝
・
百
官
以
下
こ
と
ご
と
く
嘆
き
悲
し
ん
だ
こ
と
を
述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、｢

楊
荊
州
誄｣
は
楊
肇
の
公
人
と
し
て
の
側
面
を
主
に
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
っ
て
、
家
庭
人
と
し
て
楊
綏
を
描

い
た

｢

楊
仲
武
誄｣

と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
創
作
態
度
で
あ
る
。

こ
こ
で

｢

楊
荊
州
誄｣

の
創
作
意
図
を
推
察
す
る
に
、
楊
肇
晩
年
の
記
述
は
ひ
と
つ
の
判
断
材
料
と
な
り
得
る
。
思
う
に
、
生
前
の

失
敗
が
挽
回
不
能
で
あ
る
以
上
、
潘
岳
と
し
て
は
、
楊
肇
の
官
僚
と
し
て
の
事
績
に
は
言
及
を
避
け
、
家
庭
人
と
し
て
の
楊
肇
を
顕
彰

す
る
と
い
う
の
も
考
え
得
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。｢

楊
仲
武
誄｣

と
並
べ
て
み
た
場
合
、
筆
者
は
特
に
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
。

し
か
し
、
事
実
と
し
て

｢

楊
荊
州
誄｣

が
右
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
以
上
、
潘
岳
は
社
会
的
敗
北
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
楊
肇
の
た
め

の
弁
護
を
敢
え
て
試
み
た
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。｢
楊
荊
州
誄｣

の
末
尾
に

｢

承
諱�
怛
、
涕�
霑
襟
。
豈
忘
載
奔
、
憂
病
是
沈
。

在
疾
不
省
、
於
亡
不
臨

(

諱
を
承
け
て�
怛
し
、
涕
涙
襟
を
霑
す
。
豈
に
載

す
な
は
ち
奔
る
を
忘
れ
ん
や
、
憂
病
に
是
れ
沈
む
。
疾
に
在
り

て
も
省
せ
ず
、
亡
に
於
い
て
も
臨
せ
ず)｣

と
あ
り
、
潘
岳
は
自
ら
の
病
気
の
た
め
に
直
接
に
は
楊
肇
の
臨
終
に
立
ち
会
え
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
病
気
療
養
中
の
身
を
お
し
て
潘
岳
が
な
し
得
る
こ
と
は
、
そ
の
文
学
的
才
能
を
揮
い
、
亡
き
楊
肇
の
生
前

に
お
け
る
唯
一
最
大
の
汚
名
を
雪
ぐ
と
い
う
か
た
ち
で
恩
に
報
い
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
し
て
ま
た
、
そ
の
創
作
に
か
け
る
意
気
込
み
は
、
単
に
女
婿
と
し
て
の
儀
礼
か
ら
な
さ
れ
た
形
式
的
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

(�)

。

な
ぜ
な
ら
ば
、
潘
岳
が
楊
肇
の
知
遇
を
得
た
こ
と
と
そ
の
娘
を
娶
っ
た
こ
と
と
の
因
果
関
係
を
考
え
て
み
た
場
合
、
自
由
恋
愛
の
許
さ

れ
る
現
代
と
は
異
な
り
、
潘
岳
は
楊
肇
の
女
婿
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
知
遇
を
得
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
才
覚
を
認
め
ら
れ
た
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た
め
に
女
婿
と
な
っ
た
と
見
る
方
が
合
理
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に

｢

楊
荊
州
誄｣

に
お
い
て
、
楊
肇
と
潘
岳
自
身
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、｢

余
以
頑
蔽
、
覆
露
重
陰
。
仰
追
先
考
、
執
友
之
心
。
俯
感
知
己
、
識
達
之
深

(

余
は
頑
蔽
を
以
て
、
重
陰
に
覆
露
せ
ら

る
。
仰
ぎ
て
は
先
考
の
、
執
友
の
心
を
追
ひ
。
俯

う
つ
む

き
て
は
知
己
の
、
識
達
の
深
き
に
感
ず)｣

と
あ
り
、
潘
岳
の
父
と
の
交
友
と
自
分

を
引
き
立
て
て
く
れ
た
こ
と
を
言
う
が
、
妻
楊
氏
と
の
婚
姻
の
こ
と
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
、｢

楊
荊
州
誄｣

の
創
作
態
度
が
、
専
ら
少
年
の
頃
か
ら
目
を
か
け
て
く
れ
た
楊
肇
へ
の
報
恩
の
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

三

魏
晋
文
人
の
報
恩
意
識

こ
の
節
で
は
、
筆
者
の
考
え
の
傍
証
と
な
る
事
例
を
挙
げ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
張
華

(

二
三
二
〜
三
〇
〇)

｢

劉
驃
騎
誄｣

(『

藝
文

類
聚』

巻
四
十
八
職
官
部

驃
騎
将
軍)
で
あ
る
。

張
華
の
文
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、『

晋
書』

本
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

華
少
孤
貧
、
自
牧
羊
。
同
郡
盧
欽
見
而
器
之
。�
人
劉
放
亦
奇
其
才
、
以
女
妻
焉
。
…
…
初
未
知
名
、
著｢

鷦
鷯
賦｣

以
自
寄
。
…
…

陳
留
阮
籍
見
之
、
歎
曰

｢

王
佐
之
才
也｣
。
由
是
聲
名
始
著
。

華
少
く
し
て
孤
貧
、
自
ら
羊
を
牧
す
。
同
郡
の
盧
欽
見
て
こ
れ
を
器
と
す
。
郷
人
の
劉
放
も
亦
た
其
の
才
を
奇
と
し
、
女
を

以
て
焉こ

れ

に
妻め

あ

は
す
。
…
…
初
め
未
だ
名
を
知
ら
れ
ず
、｢

鷦
鷯
賦｣

を
著
し
て
以
て
自
ら
寄
す
。
…
…
陳
留
の
阮
籍
こ
れ
を
見

て
、
歎
じ
て
曰
く

｢

王
佐
の
才
な
り｣

と
。
是
れ
に
由
り
て
声
名
始
め
て
著

あ
ら
は
る
。

張
華
と
言
え
ば
、
確
か
に

｢

鷦
鷯
賦｣

が
阮
籍
の
目
に
留
ま
っ
た
と
い
う
故
事
が
有
名
で
あ
る

(�)
。
し
か
し
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
魏
の

劉
放

(

？
〜
二
五
〇)

に
そ
の

｢

才｣

を

｢

奇｣

と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
一
女
と
結
婚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
阮
籍
と
と
も
に
、
劉

放
も
張
華
の
社
交
界
進
出
の
足
掛
か
り
を
作
っ
た
人
物
の
ひ
と
り
と
見
ら
れ
る
。｢

劉
驃
騎
誄｣

は
、
こ
の
劉
放
の
た
め
の

｢

誄｣

に

他
な
ら
な
い
。

｢

劉
驃
騎
誄｣

の
残
存
部
分
に
は
、
劉
放
を
殷
周
の
伊
尹
・
太
公
望
に
比
し
、
彼
の
致
仕
退
隠
後
を
張
良
や
二
疏

(

疏
広
・
疏
受)

の
心
ば
せ
に
な
ぞ
ら
え
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣
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昔
在
殷
周
、
惟
伊
惟
呂
。
穆
穆
公
侯
、
紹
茲
勲
緒
。
如
何
上
天
、
殲
我
鼎
輔
。
金
剛
玉
潤
、
水�

冰
清
。
郁
郁
文
彩
、
煥
若
朝
榮
。

功
遂
身
退
、
致
仕
懸
輿
。
志�
留
侯
、
心
邁
二
疏
。

昔
殷
周
に
在
り
て
は
、
惟
れ
伊
惟
れ
呂
。
穆
穆
た
る
公
侯
、
茲
に
勲
緒
を
紹つ

ぐ
。
如
何
ぞ
上
天
、
我
が
鼎
輔
を
殲
ぼ
す
。
金

の
ご
と
く
剛つ

よ

く
玉
の
ご
と
く
潤

う
る
ほ
ひ
、
水
の
ご
と
く� ��

く
冰
の
ご
と
く
清す

が

し
。
郁
郁
た
る
文
彩
、
煥
た
る
こ
と
朝

あ
し
た
の
栄は

な

の
若
し
。

功
遂
げ
て
身
退
き
、
仕
を
致
し
て
輿
を
懸
く
。
志
は
留
侯
を�し

の

ぎ
、
心
は
二
疏
に
邁ま

さ

る
。

と
こ
ろ
で
、
松
本
幸
男
氏
が
劉
放
の
閲
歴
を
紹
介
さ
れ
た
上
で
、
彼
を

｢

奸
邪
の
臣｣

と
断
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
筆
者
も
こ
れ
に
左

袒
す
る
も
の
で
あ
る

(�)
。

と
り
わ
け
、
裴
松
之
が

｢
案
本
傳
及
諸
書
並
云
、
放
・
資
稱
贊
曹
爽
、
勸
召
宣
王
。
魏
室
之
亡
、
禍
基
於
此

(

案
ず
る
に
本
伝
及
び

諸
書
並
び
に
云
ふ
、[

劉]

放
・[
孫]

資
曹
爽
を
称
賛
し
、
宣
王

[

司
馬
懿]

を
召
す
を
勧
む
、
と
。
魏
室
の
亡
ぶ
は
、
禍
ひ
此
に

基
づ
く)｣

(『

三
国
志』

劉
放
伝)
と
言
う
よ
う
に
、
明
帝
不
予
の
際
に
お
け
る
劉
放
・
孫
資
の
暗
躍
が
、
曹
爽
及
び
司
馬
懿
の
擡
頭

を
許
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
国
を
誤
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
強
引
な
手
法
を

『

三
国
志』

明
帝
紀
裴
注
所
引

『

漢

晋
春
秋』

で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

放
曰
、｢

宜
爲
手
詔｣

。
帝
曰
、｢

我
困
篤
。
不
能｣

。
放
即
上
牀
、
執
帝
手
強
作
之
。
遂
齎
出
、
大
言
曰
、｢

有
詔
免
燕
王
宇
等
官
、

不
得
停
省
中｣

。
於
是
宇
・
肇
・
獻
・
朗
相
與
泣
而
歸
第
。

放
曰
く
、｢

宜
し
く
手
詔
を
為つ

く

る
べ
し｣

と
。
帝
曰
く
、｢

我
が
困

や
ま
ひ
篤
し
。
能
は
ず｣

と
。
放
即
ち
牀
に
上
り
、
帝
の
手
を
執

ら
へ
て
強
ひ
て
こ
れ
を
作
ら
し
む
。
遂
に
齎も

ち
て
出
で
、
大
言
し
て
曰
く
、｢

詔
有
り
て
燕
王

(

曹)

宇
等
の
官
を
免
じ
、
省

中
に
停
む
る
を
得
ざ
ら
し
む｣

と
。
是
に
於
て
宇
・(
曹)
肇
・(

夏
侯)

獻
・(

秦)

朗
相
ひ
与
に
泣
き
て
第
に
帰
す
。

劉
放
は
、
病
床
に
あ
る
明
帝
の
手
を
掴
ん
で
強
引
に
詔
勅
を
書
か
せ
、
そ
れ
ま
で
輔
政
の
任
に
あ
っ
た
曹
宇
は
じ
め
重
臣
た
ち
を
放

逐
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
明
帝
の
寵
愛
を
楯
に
権
力
を
振
る
う
劉
放
・
孫
資
は
、
清
廉
剛
直
な
人
士
と
も
対
立
し
た
。

時
中
書
監
劉
放
・
令
孫
資
見
信
於
主
、
制
斷
時
政
。
大
臣
莫
不
交
好
。
而�
不
與
往
來
。
…
…
冗
從
僕
射
畢
軌
表
言
、｢

尚
書
僕

射
王
思
精
勤
舊
吏
、
忠
亮
計
略
不
如
辛�
。�
宜
代
思｣

。
帝
以
訪
放
・
資
。
放
・
資
對
曰
、｢

陛
下
用
思
者
、
誠
欲
取
其
效
力
、

�

���
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�
��

不
貴
虚
名
也
。�
實
亮
直
、
然
性
剛
而
專
。
聖
慮
所
當
深
察
也｣

。
遂
不
用
。

時
に
中
書
監
劉
放
・
令
孫
資
主
に
信
ぜ
ら
れ
、
時
政
を
制
断
す
。
大
臣
交
好
せ
ざ
る
莫
し
。
而
る
に

(

辛)�
往
来
に
与

さ
ず
。
…
…
冗
従
僕
射
畢
軌
表
し
て
言
ふ
、｢

尚
書
僕
射
王
思
精
勤
の
旧
吏
な
る
も
、
忠
亮
計
略
は
辛�
に
如
か
ず
。�
宜

し
く
思
に
代
ふ
べ
し｣

と
。
帝
以
て
放
・
資
に
訪は

か

る
。
放
・
資
対
へ
て
曰
く
、｢

陛
下
思
を
用
い
る
は
、
誠
に
其
の
力
を
效い

た

す
を
取
り
、
虚
名
を
貴
ば
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。�
は
実
に
亮
直
な
る
も
、
然
る
に
性
剛
に
し
て
専
な
り
。
聖
慮
当
に
深

察
す
べ
き
所
な
り｣

と
。
遂
に
用
い
ず
。

(『

三
国
志』

辛�
伝)

辛�
は
、
劉
放
・
孫
資
と
交
流
を
結
ぶ
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
尚
書
僕
射
の
職
を
王
思
と
交
代
さ
せ
よ
う
と
い
う
提
案

が
出
さ
れ
た
時
、
劉
放
ら
は
辛�
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

こ
の
事
件
の
反
響
は
、
劉
放
伝
に
も
、｢

抑
辛�
而
助
王
思
、
以
是
獲
譏
於
世

(

辛�
を
抑
へ
て
王
思
を
助
く
、
是
を
以
て
譏
り
を

世
に
獲
た
り)｣

と
あ
っ
て
、
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、『

三
国
志』

の
著
者
陳
寿
は
、
張
華
の
推
挽
に
よ
っ

て
世
に
出
た
人
で
あ
る
た
め
、
華
の
岳
父
劉
放
に
対
し
て
の
記
述
は
お
お
む
ね
好
意
的
で
あ
る

(�)

。
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
事
件
は
、
そ
の

陳
寿
を
も
っ
て
し
て
も
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
事
例
と
言
え
る
。
恐
ら
く
は

『

三
国
志』

に
垣
間
見
ら
れ
る
氷
山
の
一
角
で
あ
っ
て
、
劉

放
を
非
難
す
る
勢
力
の
大
き
さ
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
西
晋
に
至
っ
て
も
、
専
横
の
限
り
を
尽
く
す
荀
勗
に
対
し
て
、｢

時
議
以
勗
傾
國
害
時
、
孫
資
劉
放
之
匹

(

時
議
し
て
勗

の
国
を
傾
け
時
を
害
す
る
を
以
て
、
孫
資
・
劉
放
の
匹
と
す)｣

(『

晋
書』

荀
勗
伝)

と
、
荀
勗
を
孫
資
や
劉
放
の
同
類
と
見
な
す
人

物
評
価
が
時
人
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
劉
放
と
孫
資
は
司
馬
懿
政
権
の
立
役
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
晋
朝

の
功
臣
で
も
あ
る
筈
で
あ
る
が
、｢

傾
國
害
時｣

の
荀
勗
を
こ
れ
に
喩
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
二
人
を
奸
邪
の
臣
と
す
る
見

方
は
、
相
当
に
根
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

(�)
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
張
華

｢

劉
驃
騎
誄｣

が
堂
々
と
伊
尹
・
太
公
望
や
張
良
・
二
疏
に
匹
敵
す
る
人
物
と
し
て
劉
放
を
描
い

た
こ
と
は
、
非
難
囂
々
た
る
朝
野
に
対
し
て
敢
然
と
弁
護
を
行
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
右
の
事
実
か
ら
推
定
さ
れ
る
非
難
の
強
さ
か

ら
見
て
も
、
こ
れ
を
単
に
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
割
り
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
潘
岳
の
場
合
と
同
様
に
、
張
華
を

｢

劉
驃
騎
誄｣

執
筆
に
踏
み
切
ら
せ
た
も
の
が
、
彼
の

｢

才｣

を

｢

奇｣

と
評
価
し
た
劉
放
に
対
す
る
報
恩
の
意
識
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
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さ
て
、
劉
放
の
先
見
の
明
に
違
わ
ず
、
張
華
は
官
界
で
成
功
し
て
司
空
に
ま
で
至
り
、
今
度
は
彼
自
身
が
数
多
の
文
人
を
推
挽
し
た
。

そ
の
推
挙
に
与
か
っ
た
者
の
中
に
陸
機

(

二
六
一
〜
三
〇
三)

・
陸
雲

(

二
六
二
〜
三
〇
三)

兄
弟
が
い
る
。
そ
し
て
、
張
華
が
趙
王

倫
や
孫
秀
の
謀
略
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
た
後
、
彼
の
た
め
に

｢

誄｣

・｢

詠
徳
賦｣

を
作
り
、
そ
の
死
を
悼
ん
だ
の
が
、
ま
さ
し
く
こ
の

陸
機
兄
弟
で
あ
っ
た

(『

晋
書』

張
華
伝)

。

二
陸
の
場
合
、｢
誄｣

・｢

詠
徳
賦｣

の
原
文
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
後
世
の
創
作
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
事
実
関
係
は
、
参
考
と
す
べ
き
点
が
あ
る
。

『

晋
書』

張
華
伝
に
拠
れ
ば
、
彼
の
名
誉
回
復
ま
で
の
動
き
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

張
華
を
謀
殺
し
た
趙
王
倫
・
孫
秀
ら
が
誅
殺
さ
れ

(

三
〇
一)

、
代
わ
っ
て
斉
王
冏
が
輔
弼
の
大
任
に
当
た
っ
た
。
斉
王
は
、
摯
虞

の
嘆
願
書
を
承
け
て
、
張
華
以
下
、
裴�
・
解
系
・
解
結
・
欧
陽
建
ら
趙
王
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
た
諸
臣
の
名

誉
回
復
を
上
奏
し
た
。
ま
た
、
竺
道
な
る
者
が
、
長
沙
王
乂
に
張
華
の
復
爵
を
求
め
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
訴
え
に
対
し
て
朝
廷
で
は

賛
否
両
論
あ
っ
て
、
な
か
な
か
決
着
を
見
な
か
っ
た
。
結
局
、
張
華
の
名
誉
回
復
は
、
太
安
二
年

(

三
〇
三)

に
詔
が
下
さ
れ
て
解
決

す
る
の
で
あ
る
。
趙
王
倫
を
駆
逐
し
た
斉
王
や
長
沙
王
か
ら
す
れ
ば
、
張
華
は
じ
め
犠
牲
者
の
救
済
は
、
当
然
の
政
策
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
と
二
陸

｢
誄｣
・｢

詠
徳
賦｣

の
制
作
は
、
一
見
す
る
と
同
じ
名
誉
回
復
運
動
の
一
環
と
し
て
理
解

で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
実
は
斉
王
や
長
沙
王
の
政
略
的
な
救
済
措
置
と
の
関
連
は
薄
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
陸

｢

誄｣

・｢

詠
徳
賦｣

の
制
作
時
期
は
未
詳
な
が
ら
、
名
誉
回
復
の
動
き
が
始
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
趙
王
倫
の
誅
殺
直
後
か
ら
見
て

ゆ
く
と
、
ま
ず
陸
機
は
他
な
ら
ぬ
斉
王
冏
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
趙
王
時
代
に
陸
機
が
中
書
郎
で
あ
っ
て
、

趙
王
の
た
め
に

｢

九
錫
文｣

や

｢

禅
詔｣

の
起
草
に
参
与
し
て
い
た
と
疑
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
成
都
王
穎
・
呉
王
晏

の
取
り
な
し
と
後
の
恩
赦
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
が
、
こ
の
た
め
に
陸
機
兄
弟
は
斉
王
冏
か
ら
離
れ
、
成
都
王
穎
に
接
近
す
る
。
か
く
て

太
安
元
年

(

三
〇
二)

、
陸
機
は
成
都
王
に
取
り
立
て
ら
れ
て
平
原
内
史
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
著
さ
れ
た

｢

謝
平
原
内

史
表｣

に
は
逮
捕
時
の
苦
悩
が
訴
え
ら
れ
て
い
る

(�)
。

而
横
爲
故
齊
王
冏
所
見
枉
陷
、
誣
臣
與
衆
人
共
作
禪
文
。
幽
執
囹
圄
、
當
爲
誅
始
。
…
…
片
言
隻
字
、
不
關
其
間
。
事
蹤
筆
跡
、

皆
可
推
校
。
而
一
朝
翻
然
、
更
以
爲
罪
。
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而
る
に

横
ほ
し
い
ま
ま

に
故
斉
王
冏
の
枉
陥
せ
ら
る
る
所
と
為
り
、
臣
衆
人
と
共
に
禅
文
を
作
る
と
誣そ

し

ら
る
。
囹
圄
に
幽
執
せ
ら
れ
、

当
に
誅
始
と
為
る
べ
し
。
…
…
片
言
隻
字
も
、
其
の
間
に
関

あ
づ
か

ら
ず
。
事
蹤
筆
跡
、
皆
な
推
校
す
べ
し
。
而
る
に
一
朝
翻
然
と
し

て
、
更
に
以
て
罪
と
為
す
。

(『

文
選』

巻
三
十
七)

こ
の
よ
う
な
冤
罪
に
陥
れ
ら
れ
た
陸
機
が
、
恩
人
で
あ
る
張
華
の
た
め
と
は
い
え
、
斉
王
冏
と
の
協
調
路
線
を
歩
ん
だ
と
は
考
え
難

い
。
確
か
に
、
拘
禁
中
の
陸
機
が
贖
罪
の
た
め
に
、
斉
王
冏
に
協
力
し
て｢

誄｣

・｢

詠
徳
賦｣

を
制
作
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

｢

謝
平
原
内
史
表｣
の

｢

片
言
隻
字
も
、
其
の
間
に
関

あ
づ
か
ら
ず
。
事
蹤
筆
跡
、
皆
な
推
校
す
べ
し
。
而
る
に
一
朝
翻
然
と
し
て
、
更
に
以

て
罪
と
為
す｣

と
い
う
よ
う
に
、
何
を
主
張
し
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
過
酷
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ

の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
長
沙
王
乂
も
張
華
の
名
誉
回
復
に
関
与
し
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
太
安
二
年

(

三
〇
三)

八
月
、
挙
兵
し
た
成
都
王
の

命
令
を
受
け
、
陸
機
は
長
沙
王
乂
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
敗
走
、
讒
言
さ
れ
て
陣
中
に
没
す
る
。
享
年
四
十
三
。
張
華
復
爵
の
詔
が
下
さ

れ
た
の
と
同
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
陸
機
兄
弟
は
斉
王
冏
及
び
長
沙
王
乂
ら
と
終
始
対
立
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
つ
ま
り
、
二

陸
が

｢

誄｣

・｢

詠
徳
賦｣

の
制
作
に
よ
っ
て
張
華
を
追
悼
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
斉
王
や
長
沙
王
が
主
導
す
る
も
の
と
は
別
個

に
、
陸
機
兄
弟
独
自
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
に
、
魏
晋
の
文
人
た
ち
は
、
庇
護
者
に
対
す
る
世
評
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
知
遇
を
得
た
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
精
一
杯
に
顕
彰
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
文
人
と
そ
の
庇
護
者
の
結
び
つ
き
は
、
か
く
も
堅
牢
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣

と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
け
る
潘
岳
の
創
作
態
度
の

違
い
に
つ
い
て
、
前
者
は
庇
護
を
受
け
た
文
人
と
い
う
立
場
、
後
者
は
女
婿
と
い
う
姻
戚
関
係
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
潘
岳
の
温
か
な
家
族
意
識
が｢

楊
仲
武
誄｣

に
、
そ
し
て
篤
実
な
報
恩
意
識
が｢

楊
荊
州
誄｣

に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
張
華

｢

劉
驃
騎
誄｣

や
二
陸

｢

誄｣

・｢

詠
徳
賦｣

の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
国
家
的
秩
序
と
は
異
な
る
次
元
で
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
六
朝
貴
族
社
会
に
お
け
る
私
的
秩
序
の
実
態
を
窺
う
上
で
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
重
要
な
事
象
で
あ
る

と
筆
者
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣

39



― ―

注

(
１)

興
膳
宏

『

潘
岳
陸
機』

(

一
九
七
三
年
、
筑
摩
書
房)

、
及
び
同
氏

｢

潘
岳
年
譜
稿｣
(『

名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要』

第
18
号
、
一
九
七
四
年
。
の
ち

『

乱
世

に
生
き
る
詩
人
た
ち
六
朝
詩
人
論』

216
〜
261
頁)

を
参
照
し
た
。
な
お
、
潘
岳
の
伝
記
及
び
年
譜
は
、
興
膳
論
文
の
他
、
松
本
幸
男

『

魏
晋
詩
壇

の
研
究』

(

一
九
九
五
年
、
朋
友
書
店
。
第
六
章
、
第
三
〜
四
節
、
519
〜
565
頁)

を
参
照
。

(

２)
｢

職
人｣
と
言
う
と
、
血
の
通
わ
な
い
作
品
を
濫
造
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
近
し
い
人
物
を
対
象
と
す
る
場
合
、

必
ず
し
も
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
元
来
、｢

誄｣

と
は

｢

誄
者
、
累
也
。
累
其�

行
、
旌
之
不
朽
也
。
…
…
讀
誄
定
謚
、

其
節
文
大
矣

(
誄
な
る
者
は
、
累
な
り
。
其
の
徳
行
を
累
ね
て
、
こ
れ
を
不
朽
に
旌
あ
ら
は
す
な
り
。
…
…
誄
を
読
み
て
謚
を
定
む
、
其
の
節

文
な
る
こ
と
大
な
り)｣

(『

文
心
雕
龍』

誄
碑
篇)

や

｢

銘
誄
尚
實

(

銘
誄
は
実
を
尚
ぶ)｣

(

曹
丕

｢

典
論
論
文｣

『

文
選』

巻
五
十

二)

と
さ
れ
、
諡
号
の
選
定
の
た
め
に
、
故
人
の
生
前
に
つ
い
て
厳
密
正
確
な
叙
述
を
要
求
さ
れ
る
実
用
文
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
述

の
よ
う
に
、
潘
岳
の

｢

誄｣
に
は
、
か
か
る
原
則
的
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
側
面
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

３)

林
香
奈

｢

潘
岳
に
至
る
ま
で
の
誄
の
作
品
群
を
め
ぐ
っ
て｣

(

神
戸
大
学
中
文
研
究
会

『

未
名』

第
11
号
、
一
九
九
三
年)

に
は
、
両
作
品
の
相
違
点

と
し
て
、
晩
年
の
作
で
あ
る

｢

楊
仲
武
誄｣

の
方
が
、
死
者
よ
り
も
自
己
の
感
情
の
描
出
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ

る
。
林
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
上
で
の
筆
者
の
疑
問
は
、
そ
の
差
異
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
何
か
、
と
い
う
点
に
存
す
る
。

(

４)

森
三
樹
三
郎

『

六
朝
士
大
夫
の
精
神』

(

一
九
八
六
年
、
同
朋
舎
出
版
。
Ⅰ
、
第
一
章
、
３
〜
86
頁)

を
参
照
。
六
朝
貴
族
社
会
に
お
け
る
私
的
秩
序

と
し
て
の

｢

郷
里｣

な
る
概
念
に
つ
い
て
は
、
中
村
圭
爾

｢『

郷
里』

の
論
理

六
朝
貴
族
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

｣
(『

東
洋
史
研

究』

第
41
巻
１
号
、
一
九
八
二
年
六
月
。
の
ち

『

六
朝
貴
族
制
研
究』
一
九
八
七
年
、
風
間
書
房
。
第
一
篇
、
第
三
章
、
139
〜
170
頁)

を
参
照
。

(

５)

興
膳
氏
前
掲
論
文

｢

潘
岳
年
譜
稿｣

を
参
照
。

(

６)

同
序
に

｢

八
歳
喪
父

(

八
歳
に
し
て
父
を
喪
ふ)｣

と
あ
る
。

(

７)

系
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
注

(

１)

の
参
考
文
献
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
潘
岳
の
妻
と
な
っ
た
女
の
他
に
一
女
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

｢

懐
旧
賦｣

序

(『

文
選』

巻
十
六)

及
び
同
賦
李
善
注
に
引
く
賈
弼
之

｢
山
公
表
注｣

か
ら
判
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

(

８)

潘
岳
も
ま
た�
陽
中
牟

(

河
南
省
中
牟
県)

の
出
身
で
あ
り
、
広
く�
陽
郡
一
帯
を
共
通
の
地
盤
と
し
た
地
縁
関
係
が
看
取
さ
れ
る
。

ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
張
華
の
才
能
を
認
め
た
盧
欽
や
劉
放
も
郷
里
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
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(
９)

各
項
目
の
官
爵
に
つ
い
て
は
、
李
善
注
に
引
く
潘
岳

｢

楊
肇
の
碑｣

を
参
照
し
た
。

(
10)

こ
れ
に
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、｢

楊
荊
州
誄｣

は
、
天
子
の
勅
命
に
よ
っ
て
制
作
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
。｢

楊
荊
州
誄｣

に
は

｢
聖
王
嗟
悼
し
、
衾�
を
寵
贈
す
。
徳
を
誄
し
勳
を
策
し
、
終
を
考
へ
謚
を
定
む｣

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
諡
号
を
決
定
す
る
た
め
の

公
的
な

｢

誄｣

は
既
に

｢

楊
荊
州
誄｣

と
は
別
に
制
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(

11)

張
華

｢
鷦
鷯
賦｣

(『

文
選』

巻
十
三)

の
李
善
注
所
引
臧
栄
緒

『

晋
書』

で
は
、｢

鷦
鷯
賦｣

の
制
作
時
期
を
太
常
博
士
・
中
書
郎
に
任

官
し
た
後
と
し
て
い
る
。

(

12)

松
本
幸
男
前
掲
書

(

第
一
章
、
第
一
節
、
467
〜
483
頁)

を
参
照
。

(

13)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、(
清)

趙
翼

『

廿
二
史
剳
記』
(

巻
六
三
国
志
多
迴
護)

で
は
、｢

蓋
二
人
雖
不
忠
于
魏
而
有
功
于
晉
、
晉
人�

之
、
故
壽
爲
作
佳
傳

(
蓋
し
二
人
魏
に
忠
な
ら
ず
と
雖
も
晋
に
功
有
り
、
晋
人
こ
れ
を
徳
と
し
、
故
に
寿
為
に
佳
伝
を
作
る)｣

と
あ

り
、
劉
放
・
孫
資
が
晋
朝
の
功
臣
で
あ
っ
た
た
め
に
陳
寿
は
佳
伝
を
作
っ
た
と
い
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
人
は
一
方
で
国
を
傾

け
る
奸
臣
と
し
て
の
悪
評
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
し
て
み
れ
ば
、
陳
寿
が
劉
放
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
松
本
幸
男
前
掲
書
の

指
摘
す
る
通
り
、
張
華
が
陳
寿
を
推
挽
し
た
と
い
う
関
係
に
起
因
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

(

14)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
趙
翼

『

廿
二
史
剳
記』

(

巻
六
三
国
志
多
迴
護)

の
指
摘
が
あ
る
。

(

15)

な
お
、
こ
の
時
点
で
は
斉
王
は
既
に
成
都
王
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
て
い
る
。

潘
岳

｢

楊
荊
州
誄｣

と

｢

楊
仲
武
誄｣
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